
愛媛県立新居浜工業高等学校

問い合わせ先：電話番号 ０８９７－３７－２０２９

Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数，学級数，教職員数

( ) 生徒数、学級数1

学年 １学年 ２学年 ３学年 計

学級数 ５ ５ ５ １５

生徒数 １９４ １８２ １７５ ５５１

（平成22年４月現在）

( ) 教職員数（全日制）2

校 長 教 頭 教 諭 講 師

１ ２ ４４ ５

養護教諭 実習助教諭 実習助手 事務長

１ ３ ６ １

事務職員 業務員 非常勤講師 計

５ １ ６ ７５

（平成 年４月現在）22

( ) 学校教育目標3
教育基本法及び学校教育法にのっとり、我が国

の未来を切り拓く、豊かな人間性と創造性を身に

付けた実践的技術者として、世界の平和と人類の

福祉の向上に貢献し得る人物を育成する。

( ) 校訓4
鍛・究・翔

２ 地域の概況

愛媛県新居浜市は、四国のほぼ中北部、愛媛県の

東予地方に位置している。

東は四国中央市、西は西条市と接する。北は瀬戸

内海の最奥の燧灘に面し、南は中央構造線に沿うよ

うに千数百メートル級の急峻な四国山地を境とし、

高知県境に設置している。その四国山地には西日本

最高峰「石鎚山（1982m 」がそびえ、冬場には石鎚）

おろしをはじめとする局地的な風が吹き荒れる。

その四国山地の北側に沿うように、松山自動車道

（四国横断自動車道）が東西に貫く。新居浜市内に

新居浜ICが設置されているほか、西条市との市境付

近にいよ西条ICが設置されている。

その自動車道の約１km北に並行する形で国道11号

線が同じく東西に走る。国道11号は新居浜市の大動

、 。脈ともいえ 慢性的な交通渋滞に悩まされている

、 （ ）さらに その約５km北に主要県道13号線 産業道路

が同じく東西に貫く。この路線は、西条市との市境

、 、 、付近に広がる工場地帯 市内の官庁街 新居浜東港

四国中央市との市境付近の工業団地を結んでおり、

こちらも交通量が大変多い。本校は、この県道の沿

線上にあり、工場地帯のすぐそばに位置している。

新居浜市は、江戸時代（1692年）に開抗された別

子銅山で繁栄の足がかりを築き、その後、金属・機

械・化学・林業・電力などの住友グループ（住友５

社）とその関連企業群により発展を遂げた。瀬戸内

有数の工業都市、あるいは、住友グループの企業城

下町として有名であり「工都・新居浜」と表現され

る。また、西条市（電機・造船 ・四国中央市（製）

紙）と一体化して四国最大の工業地帯を形成してい

る。

2003（平成15）年４月１日に、当時の宇摩郡別子

山村を編入し、現在に至る。面積234.30k㎡、総人

口125261人（2011年１月末日現在）である。

３ 環境教育の全体計画等

本校は平成15年度に、環境教育を充実させるため

に、工業化学科を廃科し環境化学科を新設した。科

目「地球環境化学」を１・２年次に各３単位、合計

、 、６単位を履修させ 環境を常に意識した人材の育成

及び、化学技術者の養成を目指している。また、学

校設定科目「くらしと環境化学」を３年次に２単位

履修させている。科目「実習」では、廃油から石鹸

を作ったり、水の分析などを行ったりすることによ

り、グローバルな視野のもとに、地球規模の観点か

ら身近な環境問題について学ばせている。

また、広島大学総合科学部の呼びかけにより、平

成７年度から平成11年度までの５年間、酸性雨調査

プロジェクト校に選ばれ、本校に降る雨量・降雨の

ｐH・電気伝導度（ＥＣ)を調査・測定し、インター

ネットにて広島大学附属福山中学校・高等学校に測

定データを送信するなど、酸性雨についての調査・

研究を行った。

Ⅱ 研究主題

「新居浜市内の大気汚染調査」

（窒素酸化物ＮＯｘによる新居浜市内の大気汚染調

査マップを作ろう）

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

地球温暖化、酸性雨など地球を取り巻く様々な環

境問題に対して、生徒は関心を持っていると考えら

れる。しかし、環境問題に対する言葉・用語は知っ

ていても、それらの科学的に正確な知識は持ってい

（別紙様式２）



るとは言えないであろう。さらに、テレビゲームや

パソコンなどの普及により、自然と触れ合う体験が

少なくなり、環境問題が身近なものとして捉えられ

ていないと思われる。

そこで、教師の手によって計画された観測・測定

、 、・実験活動だけではなく 生徒自身が課題を発見し

仮説の設定、観測・測定の計画、情報の収集、実験

方法の確立、データの解析など、探究の方法を習得

し、それらを実践する活動を行う中で、本校周辺地

域特有の現象や、この地域に多大なる影響を与えて

いる環境要因を探究するとともに、環境に配慮した

行動がきちんととれる生徒の育成を図る。

愛媛県新居浜市は、前述のように住友グループを

中心とした多くの工場が存在している。中でも、化

学工場が多く密集しており、たくさんの煙などが立

ち上り、そこから毎日、ばい煙・粉じん・浮遊粒子

。 、状物質などの大気汚染物質が排出されている また

高速道路が開通し、たくさんの自動車の往来で、排

気ガスなどが増大したと思われ、大気汚染の進行が

懸念される。実際、高度成長期以降の昭和 年代40
からは、毎年、光化学スモッグ注意報が発令され、

特に夏場の日差しの強い日中では、光化学スモッグ

警報が発令されることもある。

そこで、本校の環境化学科の生徒や環境化学部員

が新居浜市内の大気汚染調査マップを作成し、大気

汚染の状況を調査・研究したいと思い、研究主題を

設定した。

２ 校内の研究推進体制

（１）研究推進体制

校内において、グローブ事業研究推進委員会を

組織し、グローブ事業を推進した。

校長 教頭 グローブ事業研究推進委員会

グローブ事業研究推進委員会は、以下の職員で

構成した。

委員長・・・環境化学科主任（学科長）

委員・・・・環境化学科員５名（教科担当）

（ ）環境化学部顧問４名 部活動担当

（２）観測体制

窒素酸化物ＮＯｘの測定におけるサンプルの設

置・回収を環境化学科３年生で行う。

毎日の大気観測及び、窒素酸化物ＮＯｘの測定

準備・実験・データ分析については、環境化学部

が行う。

（３）観測機器などの設置状況

毎日の大気観測については、まず、手作りによ

る簡易百葉箱を設置した。そして、その中にデジ

タル温・湿度計及び気圧計を購入・設置した。

窒素酸化物ＮＯｘの測定においては、新居浜市

11内全域をカバーするべく 以下の写真のような、

地点を観測ポイントとした。

写真１ 新居浜市白地図（観測ポイント）

① 学校

② Ａ地点（新居浜東中学校前）

③ Ｂ地点（浮島小学校裏）

④ Ｃ地点（多喜浜小学校横）

⑤ Ｄ地点（新居浜商業高校横）

⑥ Ｅ地点（船木小学校横）

⑦ マ地点（マイントピア別子）

⑧ 角地点（角野小学校）

⑨ Ｆ地点（中萩小学校前）

⑩ 大地点（大生院中学校）

⑪ Ｇ地点（若宮小学校前）

３ 研究内容

（１）グローブの教育課程への位置付け

、 「 」 、第１学年では 科目 地球環境化学 において

地球の誕生・地球を取り巻く環境の変化・多様な

環境問題についての学習を行う。また、科目「工

業技術基礎」において、化学実験の基礎を学び、

ものづくりの興味・関心を高める。

第２学年では、１年次に引き続き、科目「地球

環境化学」において、資源の利用・環境保全・環

境管理などの学習をさらに深め、地球規模での環

境に対する取組について理解させる。また、科目

「実習」において、更に高度な化学実験について

の技術を身に付け、環境問題に対する考察を深め

る。

第３学年では、科目「くらしと環境化学」にお

（別紙様式２）



（別紙様式２）

いて、身近な環境問題についての学習を行い、環

境問題をより密接なものとして捉える。また、２

年次に引き続き、科目「実習」において、環境保

全・環境管理についての技術を身に付けるととも

に、科目「課題研究」において、環境問題解決へ

の手だてとなるように、自ら考えた課題に取り組

む力を身に付ける。

（２）グローブを活用した教育実践

① 簡易百葉箱の製作

本校には、大気観測・測定をするための百葉

箱が設置されていなかった。そこで、まず百葉

箱を製作することから始めた。

図面は、グローブティーチャー講習会でいた

だいた簡易百葉箱の図面を参考にした。

百葉箱の製作は、廃材などを利用し、土台に

ついては、プラスチックの溶接実習で使用した

残りの塩化ビニルのパイプと板を使用した。製

作費は全くかからず、廃材をリサイクルするこ

、 。とにより エコロジーを体感することができた

写真２ 簡易百葉箱

② 毎日の大気観測

簡易百葉箱が完成した後、大気観測について

の測定が可能となった。そこで、以下の項目に

ついて毎日観測・測定を行っている。

ア 天気

イ 雲量

ウ 飛行機雲数

エ 室内気温（現在・最高・最低）

オ 室外気温（現在・最高・最低）

カ 室内湿度（現在・最高・最低）

キ 室外湿度（現在・最高・最低）

ク 気圧

ケ 降水量・降雪量、雨量換算値

コ 降雨・降雪のｐＨ・ＥＣ

③ 大気中の窒素酸化物ＮＯｘ調査

研究テーマの副題を「窒素酸化物ＮＯｘによ

る新居浜市内の大気汚染調査マップを作ろう」

としたことから、以下のように測定を行ってい

る。

ア 測定日

原則、毎週１回、月曜日の夕方から火曜日

の夕方（ただし、学校は開校日毎日測定、さ

らに、長期休業中はすべての観測地点で１週

間連続測定などを試みる ）。

イ 測定地点

学校を含めた、新居浜市内全域の 地点11
（前述のⅢの２の（３ ））

ウ 測定器具

インターネットなどで調べて作成した自作

キット

エ 測定方法

（ ）測定キットを直射日光を避けた場所 北側

に一昼夜（約 時間）放置24

④ 結果・考察

簡易百葉箱が完成し、毎日の観測・測定が可

能になった、平成21年９月からの結果を以下に

示す。途中の空白期間は、本校本館耐震工事の

ために、観測ができなかった期間である。

ア 平均室内気温

図１ 平均室内気温
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（別紙様式２）

イ 平均室内湿度

図２ 平均室内湿度

ウ 総雨量（雨量換算値）

図３ 総雨量（雨量換算値）

エ 降雨のｐＨ

図４ 降雨のｐＨ
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総雨量ｍｍ
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オ 降雨のＥＣ

図５ 降雨のＥＣ

平成22年６月からｐＨ値がとても小さくな

り酸性度が強くなってきた。当初は、気温上

昇による影響がある（日光・温度が触媒とな

り、化学物質が発生したなど）のではないか

と考えていたが、気温が下がってきてもｐＨ

値は小さいままであった。つまり、気温とｐ

Ｈの間に因果関係はないと考えた。

次に、他の測定データとの間に何らかの関

係があるのではと、探ってみたが、湿度・総

雨量ともに因果関係はなさそうであった。

そこで、ｐＨとＥＣとの関係に注目してみ

た。

私達は、ｐＨ値が小さくなればＥＣ値は大

きくなると考えていた。しかし、結果を分析

してみると、ｐＨ値が小さくなればＥＣ値も

小さくなり、ｐＨ値が大きくなればＥＣ値も

大きくなるという結果になった。これは、私

達の考えとは全く逆の結果であった。

これらのデータでは、酸性雨と気象条件と

の因果関係が導き出せないので、続いて窒素

酸化物ＮＯｘのデータと検証してみることに

した。

窒素酸化物ＮＯｘ測定についてであるが、

１年目は測定準備検討会・測定準備講習会に

費やし、信頼のあるデータが取れるように採

れるようになったのは、平成22年４月からで

ある。

ｐＨの原因解明のために、測定場所である

学校でのＮＯｘデータと検証してみた。

ＥＣ（μｓ／ｃｍ）
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ア 場所別

(ｱ) 学校

図６ ＮＯｘデータ（平均値 学校）:

酸性雨の測定場所が学校であるので、学

校のＮＯｘデータと比較してみたが、ｐＨ

とＮＯｘとの関係に因果関係がないと考え

る。

以下に、主な場所・月別・平均などのデ

ータを載せる。

(ｲ) Ｃ地点

図７ ＮＯｘデータ（平均値 Ｃ地点）:

学校（ＮＯｘ：ｐｐｂ）
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(ｳ) Ｅ地点

図８ ＮＯｘデータ（平均値 Ｅ地点）:

(ｴ) マイントピア別子

図９ ＮＯｘデータ （平均値 マイントピア別子）:

(ｵ) 大生院中学校

図 ＮＯｘデータ（平均値 大生院中学校）10 :

Ｅ地点（ＮＯｘ：ｐｐｂ）
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イ 月別

(ｱ) 平成22年４月

図11 ＮＯｘデータ（平均値:平成22年４月）

(ｲ) 平成22年７月

図12 ＮＯｘデータ（平均値:平成22年７月）

(ｳ) 平成22年11月

図13 ＮＯｘデータ（平均値:平成22年11月）

平成２２年４月（NOｘ：ｐｐｂ）
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ウ 月別全平均値

図14 ＮＯｘデータ（月別全平均値）

エ 場所別全平均値

図15 ＮＯｘデータ（場所別全平均値）

ＮＯｘデータを総合的に分析すると 「学、

校 「Ａ 「Ｇ」地点の川西地区と呼ばれる工」 」

場地帯周辺での値が高かった また Ｅ 角。 、「 」「

野小学校 「マイントピア別子 「大生院中学」 」

校」など上部地区と呼ばれる新居浜市南側の

山側周辺での値が低かった 「Ｆ」地点も厳。

11密には上部地区であるが 観測地点が国道、

号に面していたために値が高かった。これら

の観測・測定データは、私達が実験を開始す

る前に予想していたとおりであった。

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

( ) グローブ活動の情報発信1
① 愛媛県高等学校工業科生徒研究発表会への参

加
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（別紙様式２）

平成21年度、平成22年度の２度に渡り、愛媛

県立松山工業高等学校で行われた、愛媛県教育

委員会・愛媛県工業教育研究会主催の愛媛県高

等学校工業科生徒研究発表会に参加した。

この発表会は、機械・電子機械関係部会、電

気関係部会、情報関係部会、化学・繊維関係部

会、建築・土木関係部会の５部会に分かれてお

り、私達は、化学・繊維関係部会に参加した。

平成21年度は、グローブ事業の一年目の取組

と二年目に向けての活動目標についての発表を

行い、平成22年度は、二年間の活動のまとめを

発表した。

いずれも、私達を含めて県下３校５科の発表

があり、愛媛大学工学部の先生や各校の先生方

の採点により表彰が行われた。

写真３ 愛媛県高等学校工業科生徒研究発表会

② 本校での発表

ア 文化祭での発表

平成22年11月13日（土）に本校文化祭が開

。 、 、催された 午前中に 卒業生による講演の後

部活動報告と題し、ＶＹＳ部と環境化学部の

発表が行われ、私達はグローブ事業について

の発表を行った。

この発表時には、地元企業の方々の来校だ

けでなく、地元ケーブルテレビも取材に来て

おり、良いアピールになった。

イ 本校での生徒研究成果発表会

平成21年度、平成22年度の２度に渡り、本

校での生徒研究成果発表会において発表を行

った。

平成21年度は、本校５科（機械科・電子機

械科・電気科・情報電子科・環境化学科）の

代表生徒による発表、平成22年度は、本校５

科に加えて、愛媛県立新居浜商業高等学校の

代表生徒も発表に参加した。本校の全校生徒

、 、・全教職員だけでなく 本校保護者をはじめ

新居浜市内及び近郊の企業の方々の参観があ

った。また、平成22年度には、新居浜市立西

中学校と北中学校の２年生あわせて200名と

各中学校の関係者などの参観があった。

２ 課題

日々の観測・測定の積み重ねにより、データ数は

多くなったが、ｐＨ値が小さくなり酸性度が強くな

ってきたことの因果関係がつかめず、原因究明がで

きなかったことが第一の課題である。

また、ＮＯｘデータについては、当初の予想通り

のデータが分析により解析されたが、本校には風向

・風力計が設置されていなかったために、風の影響

をどのように、またどの程度受けるのかがわからな

かった。さらには、マップを作成するに当たり、等

高線や交通量、人口分布などを考慮する必要がある

との指摘を受けたために、副題にあるマップの作成

、 。が十分には行えていないことが 第二の課題である

Ⅴ 今後の展望

今回の活動の中心であった生徒たちは、今春、卒業

してしまうので、現在観測している地点と同じ場所で

のＮＯｘ調査はできなくなってしまうが、学校で行う

ことのできる毎日の大気観測と学校でのＮＯｘ調査に

ついては、引き続き継続していき、環境教育に生かし

ていきたいと考えている。

また、前述の課題を克服すべく、風向・風力計を設

置し、等高線 ・交通量・人口分布を調査し、窒素酸

化物ＮＯｘによる新居浜市内の大気汚染調査マップを

作成したいと考えている。

そして、ｐＨ・ＥＣの因果関係を突き詰めるべく、

窒素酸化物ＮＯｘだけでなく、硫黄酸化物ＳＯｘ・光

化学オキシダントの調査も行い、すべての大気汚染原

因物質の調査により、原因究明を行いたい。

将来的には、本校を含めた愛媛県下６校の工業系高

校に協力を依頼し、愛媛県の大気汚染調査も行ってい

きたい。


